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新型予約サイトコントローラ『手間いらず.NET』 

株式会社ジャルパックの新オンラインシステム 

『ジャルパック eエントリーシステム』に正式連携開始 

 
比較.com 株式会社（東京都渋谷区 代表取締役社長 渡邉哲男）の手間いらず事業部が提供する、複数の宿
泊予約サイトを一元管理できる新型予約サイトコントローラ『手間いらず.NET(てまいらずドットネット)』
（http://temairazu.com/）が、株式会社ジャルパック（東京都品川区 代表取締役社長 二宮秀生、以下「ジャル
パック」）が本日2013年10月 31日に販売を開始する新オンラインシステム『ジャルパックeエントリーシステム』
と、正式に連携を開始いたしました。 
 
『ジャルパック e エントリーシステム』は、日本航空株式会社（東京都品川区 代表取締役社長 植木義晴、以
下「JAL」）及びジャルパックが運営する旅行予約サイトの「JAL ダイナミックパッケージ」及び「JAL イージーホテ
ル」を管理するための宿泊施設向けシステムです。 
 
ホテルや旅館などの宿泊施設は、このたびのシステム連携により『手間いらず.NET』を通じて、客室在庫提供
や料金情報の調整が可能となるため、販路拡大及び利便性の向上がはかれます。 
 
「JALダイナミックパッケージ」（http://www.jal.co.jp/domtour/jaldp/）は、JALグループ国内線航空便と宿泊を
セットにして、パッケージツアーとして旅行予約ができるサービスです。JALマイレージバンク会員の場合、フライ
トマイルに加えて、インターネットボーナスマイルが貯まります。 
また、「JALイージーホテル」（http://www.jal.co.jp/hotel/easy/）は、JALマイレージバンク会員2,600万人が顧
客対象となるサービスで、豊富なホテル・旅館から宿泊先を選べ、ご利用金額に応じてマイレージが貯まるJAL
ホームページの国内宿泊予約取り次ぎサービスです。 

  

■ 新型予約サイトコントローラ『手間いらず.NET』概要 

新型予約サイトコントローラ『手間いらず.NET』は、複数の宿泊予約サイトと自社ホームページ用宿泊予約シス
テムの一元管理をインターネットに接続されている PC やタブレット端末があれば、どこからでも行うことができる
宿泊施設向けの ASP システムです。宿泊施設は『手間いらず.NET』を利用することで、宿泊予約サイトの予約情
報や料金コントロールをまとめて行うことができ、客室在庫管理が24時間365日自動調整され、業務効率の向上、
オーバーブックリスクの軽減と販売の最大化が実現出来ます。また、宿泊予約サイトや自社ホームページ用宿
泊予約エンジンを運営する企業が行う、客室在庫の仕入業務円滑化にも貢献いたします。 

 

■ 『手間いらず.NET』が対応している『宿泊予約サイト』『自社ホームページ用宿泊予約システム』 

 対応済みの宿泊予約サイト及び自社ホームページ用宿泊予約システムは下記サイトに記載しております。 

・『手間いらず.NET』  http://temairazu.com/ 

※記載の無い『宿泊予約サイト』や『自社ホームページ用宿泊予約システム』についても順次対応予定です。 
 
【比較.com株式会社の概要】 
（１）商号   比較.com株式会社（東証マザーズ：2477） 
（２）主な事業内容  情報の比較および集約サービスの提供 
（３）本店所在地  東京都渋谷区恵比寿1-21-3恵比寿NRビル7F 
（４）代表者名  代表取締役社長 渡邉哲男 
（５）資本金  709百万円 
（６）主なグループサイト 総合比較サイト『比較.com』（http://www.hikaku.com/） 

海外ダイナミックパッケージ、格安航空券、ホテルの予約サイト『予約.com』 
（http://yoyaku.com/） 
国内宿泊施設の予約サイト『マル得ホテル予約』（http://www.hotel-yasui.co.jp/） 
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【本件に関するお問い合わせ】 
比較.com株式会社  経営企画室  
TEL：03-5447-6690  FAX ：03-5447-0595  e-mail： pr@hikaku.com 
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